








































































調査項目は3拍形容詞第1類「赤い 浅い 甘い 。薄い・遅い 。かたい・軽い・暗い 。



























































鳴門の3つの地域、「アカテ (赤くて)J「イタテ (痛くて)」 のように言うのは春木・深日
と淡路島内の地域で、恋野は2拍目のア段音をオ段音で言う傾向にある (「アコテ (赤く
て)」「イトテ (痛くて)」)。
34 連用形 :ナル形 (表5・表8)
































類別 1 2 l 2 l 2
地域(人数, 本木 (若2 中 2 高 1)
H―型 100%100%94  83%78% 44%
L― 型 0%  0%6% 17%22% 56%
地域(人数) 深 日(若l l'3 高 3)
H―型 lt‐l%100%4   0%78% 4%
L-110%  0%96% 100%22  96%
地域(人数) 恋野 (若2 中 2 高 3)
H―ツ14 94% 89%100%100%100% 96%
L―型 6% 11%0%  0%0%  4%
地域 {人数 加太 (若1 中 1 高 2)
H―型 0%  0%0%  0%94% 28%






類 別 21 l 2 1 2


















? 100%100%0%  0%
9  70%
0%  0%
地域(人数) 岩屋(斉2 中2 高 2)










地域 (人数 ) 富 島 若 2 中 2高 2)









? 0%  0%100%100%
0%  0%
1 0%100%
地域 (人数 ) 郡家 若 2中 2高 2)









L型 11[b50% 50%0%  0%0%  0%100% 100%%  0%00%100%


















? 100%100%0%  0%
































? 70% 90%0%  0%
地域(人数) 福良 (若2 中 2 高 2)














地域 (人数 ) 鳴Fl(若2 中2 高 2)

















? 60% 70%0%  0%
テ形
年齢層 若 嗜J 高
類 別 l 2 l 2 l 2
地域(人数) 春木 (若2 中 2 高 1
H―型 72% 50%56% 44%11% 0%
L-1128% 50%44% 56%89  100%
地域(人数) 深日(若1 中3 高 3)
H―型 100%100%4%  0%52% 4%
L-110%  0%96% 100%48  96%
地域(人数) 恋野 (若2 中 2 高 3)
H-1139% 17%11 6% 0% 11%
L―型 61% 83%89% 94%100% 89%
rll城(人数 ) 加太 (若1 111 高 2)
H―却 0%  0%0%  0%100% 6%
L―][ 100%100%1 0%100%% 94%
表 5
ナル形
年齢層 若 ヰI 高
類号」 1 1 2 1 2
地域(人数) 春木 (若2 1:2 高 1)
H-lJ100%100%100%100%67  44%
L―型 0%  0%% 0%33% 56%
地域(人数) 深日(若1中3高3)
H―型 100%1∞%33% 33%59  710
L―型 000  0%67% 67%41  93%
地域(人数) 恋野 (若2 中 2 高 3)
H―型 33% 28%6%  0%4%  0%
L―型 67% 72%94  100%96  100%
地域 (人数 ) 加大 (若1 中 1 高 2)
H―型 0%  0%0%  0%100% 0%





類別 l 2 l 2 21
地域 (人数 ) 明石(若2 中2 高 2)









? 100% 90%0%  0%
地域 (人数 ) 岩屋 (若2 中 2 高 2)
H一型 HlLttLL???? ???? ????
硼 出胤 100%100%0%  0%100%100%0%  0%100% 80%0%  0%














型 出鵬 1001rj 90%0%  10%4  40%60% 60%50% 50%50% 50%





? 0%  0%0%  0%
0%  0%
0%  0%
副 出器 80% 90%0%  0%1 0%100%% 0%7  70%30% 30%
地域 (人数 ) 洲本 若2中3高3)
H―型 HlLi:LL???? 33% 20%0%  0%0%  0%0%  0%
國 協鵬 100%100%0% 0%67  80%0%  0%1 0%100%% 0%
地域 (人数) 由良 若 2中2高 2)





? 70% 70%0%  0%
1 0%100%
% 0%


















? 100% 90%0%  0%
1 0%100%
0%  0%
地域 (人数) 福良 (若2 中 2 高 2)



































類 別 l 2 1 2 ] 2
地域(人数) 明石 若2中 2高 2)
H型 50% 40%0%  0%0 10%
L型 50% 60%1 D%100%100% 90%
地域t人数) 岩屋(右2 中2 高 2)
H型 20% 10%0%  0%0   10%
L型 80% 90%1 0%100%100% 90%
地域(人数) 富島(若2 中 2 高 2)
H型 0% 10%  0%10% 0%
Iン 型 100% 90%1 0%100%9 % 100%
地域(人数) 郡家(若2 中2 高 2)
H型 30% 30%0%  0%30% 10%
L型 70% 70%1 0%100%7  90%
地域(人数) 洲 本 若 2 叶:3 高 3)
H型 10% 10%  0%7%  0%
L]! 90% 90%1 0%100%93% 100'
地域 (人数) 由良(若2 中 2 高 2)
H型 10% 10%20% 101J20% 20%
L型 90% 90%80% 90%80% 80%
地域(人数) 津丼(右2 中2 高 2)
H型 80% 60%0%  0%40% 20%
L]| 20% 40%1 0%100%6  80%
地域(人数) 福良(若2 中2 高 2)
H型 40% 40%0% 20%20% 0%
L型 60% 60%1 0% 80% 100%
地域(人数) 鳴F与(若2 中2 高 2)








































































































(4)カッタ形 (「アカカッタJなど)、 テ形 (「アカクテ」、方言形は「アカ (―)テ、アコ (―)テJ




































秋永一枚・上野和昭 坂本清恵 佐藤栄作 鈴木豊 (1998)編『日本語アクセント史総合資料 研究
篇』東京堂出版






中井幸比古 (2002)『京阪系アクセント辞典』CD ROM版 勉誠出版
橋尾直和 (1991)「神戸市須磨 (青年層)方言のアクセント」『日本語研究 (東京都立大学)』 12
村内英一 (1982)「和歌山県の方言J講座方言学7『近畿地方の方言』国書刊行会
山名邦男 (1965)「淡路のアクセント」F音声の研究』11
山岡華菜子 (2012)「淡路島のアクセントについて一アクセントの変化傾向と進度の違い一J日本方
言研究会『第95回研究発表会発表原稿集』
謝辞 調査協力者の方々に厚く御礼申し上げます。
〔37〕
